
　
自
治
会
な
ど
の
地
域
活
動
に
参
加
す

る
人
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
背
景
に

は
、
少
子
高
齢
化
や
価
値
観
・
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
合
っ
た
地
域
活
動
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
役
割
を
再
認
識

　
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
市
民
意
識

調
査
に
よ
る
と
、
９
割
以
上
の
人
が
久

留
米
市
を
「
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
て

い
ま
す
。
理
由
に
は
、
治
安
の
良
さ
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
支

え
て
い
る
の
が
地
域
活
動
で
す
。
自
治

会
な
ど
が
行
っ
て
い
る
防
犯
灯
や
ご
み

集
積
場
の
維
持
管
理
、
朝
夕
の
見
守
り

活
動
な
ど
が
地
域
の
治
安
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
も

地
域
の
力
が
重
要
で
す
。
能
登
半
島
地

震
で
は
、
崩
れ
た
家
に
取
り
残
さ
れ
た

人
を
助
け
出
し
た
り
、
避
難
所
で
支
え

合
っ
た
り
す
る
な
ど
、
地
域
の
つ
な
が

り
が
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
若
い
世
代
ほ
ど
地
域
活
動

へ
の
参
加
に
消
極
的
。
自
治
会
に
加
入

し
て
い
な
い
、
加
入
し
て
い
て
も
活
動

　
現
在
、
地
域
活
動
を
担
っ
て
い
る
人

た
ち
が
よ
く
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
地
域
活
動
は
楽
し
く
」、「
最
初
は
誘

わ
れ
た
か
ら
参
加
し
た
け
ど
、
祭
り
な

ど
で
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
で
く
れ
て

い
る
と
、
自
分
も
楽
し
い
」。

　
縁
あ
っ
て
住
ん
で
い
る
地
域
に
少
し

だ
け
関
心
を
持
ち
、
ま
ず
は
興
味
が

あ
る
行
事
に
参
加
し
て
み
る
。
そ
れ
が

地
域
活
動
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
と
な

り
、「
し
ぶ
し
ぶ
」
だ
っ
た
人
も
「
わ

く
わ
く
」
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
気

軽
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
（
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みんなでつくるこれからの地域活動シンポジウム
林さんと辻田さんもパネラーとして登壇！

地域活動のこれからを考える

地域課題の解決に向けてグループで
話し合います。真剣そのものです

場所：久留米大学御井キャンパス　みいアリーナ２月11日(祝) 14:00 ～ 16:30

に
参
加
で
き
て
い
な
い
と
い
う
人
が
増

え
て
い
ま
す
。

「
参
加
し
や
す
い
」
を
模
索

　
ど
う
し
た
ら
若
い
世
代
の
人
た
ち
が

地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

参
加
し
や
す
い
地
域
活
動
の
あ
り
方
が

模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
校
区
ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会
の

地
域
連
絡
部
会
で
は
、
２
カ
月
に
１
回
、

「
若
い
世
代
が
参
加
し
や
す
い
活
動
方

法
は
」
な
ど
同
じ
課
題
を
抱
え
る
地
域

が
集
ま
り
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
情
報
発

信
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
り
、
働
い
て

い
る
人
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
平
日
の

昼
間
の
会
議
を
夜
や
休
日
な
ど
に
す
る

な
ど
の
ア
イ
デ
ア
が
出
ま
し
た
。

ま
ず
は
楽
し
ん
で
参
加
す
る

　
人
と
の
つ
な
が
り
を
煩
わ
し
い
と
感

じ
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
隣
人
の
顔

も
知
ら
な
い
、
地
域
活
動
の
拠
点
施
設

で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
知

ら
な
い
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
住

み
や
す
い
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
の
が
地
域
活
動
で
す
。

若い世代と役割分担しながら

久留米市校区まちづくり
連絡協議会地域連絡部会
部会長の林忠範さん

久留米市大善寺校区小学校
PTA役員の辻田桃子さん

まずは自分が楽しんで大好きな地域も楽しく

イ ン タ ビ ュ ー ・ 活 動 の 現 場 か ら

「楽しく」関わる
まちづくり

　これからの地域活動を考えるシンポジウムを
初開催します。テーマは令和の時代の地域づく
りの視点や地域活動のあり方。
　講演やパネルディスカッションを通じて地域
活動の目的の再確認など時代の変化にあった地
域づくりを一緒に考えます。申し込みは不要で、
誰でも参加できます。

【第１部　基調講演】
■ テーマ　令和の時代の地域づくり
■ 講師　　里山くらし LABO
　　　　　池田水穂子氏、河村将雄氏

【第２部　パネルディスカッション】
　これからの地域活動をテーマに、地域活動に関
わっている人たちが意見交換します。

参加してみたら「わくわく」に

　長年、自治会などの地域活動に携
わってきました。その中で感じてい
ることは、その活動や必要性がなか
なか知られていないということで
す。そこで、デジタルを活用して情
報発信をするなど、若い人たちに興
味を持ってもらう取り組みをすすめ
ています。
　今は、共働きの家庭が多く、地域

活動に時間が取れない人が多いと思
います。できること、ちょっとだけ
でも参加して、まちづくりに興味を
もってほしいですね。時間や手間が
かかることは、高齢者などの時間が
ある人が、デジタル化などは若い人
が担う。そんなふうに役割を分けて、
補い合ってまちづくりをしていけれ
ばと思います。

　生まれも育ちも大善寺町です。家
族の都合で別の地域で暮らした時
期もありましたが、大善寺が好き
すぎて戻ってきました。コミュニ
ティセンターでダンス教室をして
おり、校区の人が多く参加してく
れています。地域活動への参加は
まだまだこれからですが、今年か
ら地域の祭りの実行委員会に入り

ました。
　「地域活動は大変そう」というイ
メージがある人が多いですね。地
域活動を担っている人たちにいろ
いろ提案して、子育て世代の人も
気軽に参加できるような活動を目
指したいです。まずは自分が楽し
んで参加して、大好きな地域をさ
らに楽しくしていきたいですね。

YouTube
動画公開
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